
 
 
 
 
 
 
 
※ＤＣとは Defined Contribution の略＝確定拠出年金のことです。       平成１６年８月２０日 

 
制度への加入に関する最終決定はお客様ご自身の判断と責任でなされるようお願いします。本資料は、岡三証券が信頼でき
ると判断した情報源からの情報に基づいて作成したものですが、その情報の正確性、完全性を保証するものではありません。
また、本資料に記された意見や予測等は、資料作成時点での岡三証券の判断であり、今後予告なしに変更されることがあり
ます。 

 
 
 
 
 
 
このアンケートはこのアンケートはこのアンケートはこのアンケートは平成平成平成平成16161616年年年年２２２２月月月月～～～～３３３３月月月月にかけてにかけてにかけてにかけて
「高齢社会対策に関する調査」「高齢社会対策に関する調査」「高齢社会対策に関する調査」「高齢社会対策に関する調査」としてとしてとしてとして20202020歳代～歳代～歳代～歳代～55550000
歳代歳代歳代歳代からからからから男女男女男女男女あわせてあわせてあわせてあわせて1,0001,0001,0001,000人人人人ずつ、ずつ、ずつ、ずつ、60606060歳代歳代歳代歳代からからからから男男男男
女女女女あわせてあわせてあわせてあわせて2,0002,0002,0002,000人人人人、、、、合計合計合計合計6,0006,0006,0006,000人人人人を対象に行われ、を対象に行われ、を対象に行われ、を対象に行われ、
有効回答数は有効回答数は有効回答数は有効回答数は3,9413,9413,9413,941人、回収率は人、回収率は人、回収率は人、回収率は65.765.765.765.7％％％％となりましとなりましとなりましとなりまし
た。た。た。た。このなかから、このなかから、このなかから、このなかから、勤労勤労勤労勤労、、、、年金部分に年金部分に年金部分に年金部分に関連関連関連関連したしたしたした部部部部
分を分を分を分を抜粋して抜粋して抜粋して抜粋しています。います。います。います。世代世代世代世代ごとにごとにごとにごとに問題に問題に問題に問題に対する対する対する対する考考考考
え方やえ方やえ方やえ方や受け止め方受け止め方受け止め方受け止め方はははは様々で様々で様々で様々で、、、、こうしたこうしたこうしたこうしたアンケートアンケートアンケートアンケート
によってによってによってによって得られた得られた得られた得られた国民の国民の国民の国民の声声声声がががが今後今後今後今後どのようにどのようにどのようにどのように生か生か生か生か
されるのかされるのかされるのかされるのかということということということということがががが注目される注目される注目される注目されるところですところですところですところです。。。。    
 

調査結果の概要調査結果の概要調査結果の概要調査結果の概要    
【【【【定年退職に定年退職に定年退職に定年退職についてついてついてついて】】】】    
「現在、わが国の多くの企業や組織では定年退職「現在、わが国の多くの企業や組織では定年退職「現在、わが国の多くの企業や組織では定年退職「現在、わが国の多くの企業や組織では定年退職
制度を採っており、その多くが退職年齢を制度を採っており、その多くが退職年齢を制度を採っており、その多くが退職年齢を制度を採っており、その多くが退職年齢を60606060歳と歳と歳と歳と
しているが、このような制度について、今後どうしているが、このような制度について、今後どうしているが、このような制度について、今後どうしているが、このような制度について、今後どう
すべきか」すべきか」すべきか」すべきか」では、では、では、では、「定年退職制度は維持「定年退職制度は維持「定年退職制度は維持「定年退職制度は維持し、退職年し、退職年し、退職年し、退職年
齢をもっと上げるべき」齢をもっと上げるべき」齢をもっと上げるべき」齢をもっと上げるべき」がががが41.941.941.941.9％％％％と最も高くと最も高くと最も高くと最も高く４４４４割割割割
を占め、を占め、を占め、を占め、「定年退職制度をやめ、退「定年退職制度をやめ、退「定年退職制度をやめ、退「定年退職制度をやめ、退職年齢を自分で職年齢を自分で職年齢を自分で職年齢を自分で
選べるようにすべき」選べるようにすべき」選べるようにすべき」選べるようにすべき」27.027.027.027.0％％％％、「、「、「、「定年退職制度は維定年退職制度は維定年退職制度は維定年退職制度は維
持し、退職年齢も今の水準で持し、退職年齢も今の水準で持し、退職年齢も今の水準で持し、退職年齢も今の水準で適切」適切」適切」適切」18.818.818.818.8％％％％、、、、「定年「定年「定年「定年
退職制度は維持し、退職年齢をもっと下げるべき」退職制度は維持し、退職年齢をもっと下げるべき」退職制度は維持し、退職年齢をもっと下げるべき」退職制度は維持し、退職年齢をもっと下げるべき」
がががが1.7 1.7 1.7 1.7 ％％％％ととととなりましたなりましたなりましたなりました。。。。    
 

【【【【適切な退職年齢適切な退職年齢適切な退職年齢適切な退職年齢】】】】    
「一般論として、何歳くらいまで収入のある仕事「一般論として、何歳くらいまで収入のある仕事「一般論として、何歳くらいまで収入のある仕事「一般論として、何歳くらいまで収入のある仕事
をするのがよいと思うかをするのがよいと思うかをするのがよいと思うかをするのがよいと思うか( ( ( ( 定年後の再就職・定年後の再就職・定年後の再就職・定年後の再就職・アルアルアルアル
バイトも含めてバイトも含めてバイトも含めてバイトも含めて) ) ) ) 」」」」では、「では、「では、「では、「65656565～～～～69696969歳くらいまで」歳くらいまで」歳くらいまで」歳くらいまで」
がががが32.932.932.932.9％％％％とととと３３３３割を超え最も高く、割を超え最も高く、割を超え最も高く、割を超え最も高く、「「「「60606060～～～～64646464歳くらい歳くらい歳くらい歳くらい
まで」まで」まで」まで」25.425.425.425.4％％％％。。。。「年齢にこだわらず、元気ならいつ「年齢にこだわらず、元気ならいつ「年齢にこだわらず、元気ならいつ「年齢にこだわらず、元気ならいつ
までも働く方がよい」までも働く方がよい」までも働く方がよい」までも働く方がよい」はははは29.429.429.429.4％％％％とととと３３３３割弱割弱割弱割弱でしたでしたでしたでした。。。。    
 

【【【【人事評価について人事評価について人事評価について人事評価について】】】】    
「従来、わが国の多くの会社や組織では、年齢に「従来、わが国の多くの会社や組織では、年齢に「従来、わが国の多くの会社や組織では、年齢に「従来、わが国の多くの会社や組織では、年齢に
応じて地位や給料が決まる仕組みを採ってき応じて地位や給料が決まる仕組みを採ってき応じて地位や給料が決まる仕組みを採ってき応じて地位や給料が決まる仕組みを採ってきたたたた
（いわゆる（いわゆる（いわゆる（いわゆる““““年功序列年功序列年功序列年功序列””””）が、このような仕組み）が、このような仕組み）が、このような仕組み）が、このような仕組み
について、今後どうすべきか」について、今後どうすべきか」について、今後どうすべきか」について、今後どうすべきか」では、では、では、では、「年齢「年齢「年齢「年齢を問わを問わを問わを問わ
ず、仕事上の成果を重視すべき」ず、仕事上の成果を重視すべき」ず、仕事上の成果を重視すべき」ず、仕事上の成果を重視すべき」がががが58.758.758.758.7％％％％とととと6 6 6 6 割割割割
弱で最も高く、弱で最も高く、弱で最も高く、弱で最も高く、「年齢を問わず、仕事上「年齢を問わず、仕事上「年齢を問わず、仕事上「年齢を問わず、仕事上の努力を重の努力を重の努力を重の努力を重
視すべき」視すべき」視すべき」視すべき」がががが54.954.954.954.9％％％％でででで５５５５割強。割強。割強。割強。「年齢や勤続年数「年齢や勤続年数「年齢や勤続年数「年齢や勤続年数をををを
重視する仕組み（年功序列）がよい」重視する仕組み（年功序列）がよい」重視する仕組み（年功序列）がよい」重視する仕組み（年功序列）がよい」はははは14.914.914.914.9％％％％にににに
とどまりましたとどまりましたとどまりましたとどまりました。。。。    
 

【【【【公的年金の支給開始時期について公的年金の支給開始時期について公的年金の支給開始時期について公的年金の支給開始時期について】】】】    
「現在、公的年金は一定年齢に達したら支給が始「現在、公的年金は一定年齢に達したら支給が始「現在、公的年金は一定年齢に達したら支給が始「現在、公的年金は一定年齢に達したら支給が始
まる仕組みとなっており、その年齢は従来のまる仕組みとなっており、その年齢は従来のまる仕組みとなっており、その年齢は従来のまる仕組みとなっており、その年齢は従来の60606060歳歳歳歳
から段階的にから段階的にから段階的にから段階的に65656565歳まで引き上げられることが決ま歳まで引き上げられることが決ま歳まで引き上げられることが決ま歳まで引き上げられることが決ま
っているが、この公的年金の仕組みについっているが、この公的年金の仕組みについっているが、この公的年金の仕組みについっているが、この公的年金の仕組みについて、今て、今て、今て、今
後どうすべきか」後どうすべきか」後どうすべきか」後どうすべきか」では、では、では、では、「一定年齢から支給を開始「一定年齢から支給を開始「一定年齢から支給を開始「一定年齢から支給を開始
するのをやめ、定年退職時からとすべするのをやめ、定年退職時からとすべするのをやめ、定年退職時からとすべするのをやめ、定年退職時からとすべき」き」き」き」がががが46.846.846.846.8％％％％
と最も高く、と最も高く、と最も高く、と最も高く、「一定年齢から支給を開始する現在の「一定年齢から支給を開始する現在の「一定年齢から支給を開始する現在の「一定年齢から支給を開始する現在の
仕組みを維持すべき」仕組みを維持すべき」仕組みを維持すべき」仕組みを維持すべき」がががが37.937.937.937.9％％％％。。。。「一定年齢から支「一定年齢から支「一定年齢から支「一定年齢から支
給給給給を開始する現在の仕組みを維持すべき」を開始する現在の仕組みを維持すべき」を開始する現在の仕組みを維持すべき」を開始する現在の仕組みを維持すべき」は男性は男性は男性は男性
42.342.342.342.3％％％％、女性、女性、女性、女性34.134.134.134.1％％％％ととととなりましたなりましたなりましたなりました。。。。    
 

【【【【支給開始年齢支給開始年齢支給開始年齢支給開始年齢】】】】    
「一定年齢から支給を開始する現在の仕組みを維「一定年齢から支給を開始する現在の仕組みを維「一定年齢から支給を開始する現在の仕組みを維「一定年齢から支給を開始する現在の仕組みを維
持すべき」持すべき」持すべき」持すべき」と答えた人にと答えた人にと答えた人にと答えた人に「公的年金の支給「公的年金の支給「公的年金の支給「公的年金の支給開始年開始年開始年開始年
齢は、今後どうすべきか」齢は、今後どうすべきか」齢は、今後どうすべきか」齢は、今後どうすべきか」では、では、では、では、「「「「65656565歳が適切」歳が適切」歳が適切」歳が適切」がががが
75.775.775.775.7％％％％とととと７７７７割を超え、割を超え、割を超え、割を超え、「「「「65656565歳より引歳より引歳より引歳より引き下げるべき」き下げるべき」き下げるべき」き下げるべき」
がががが18.818.818.818.8％％％％、、、、「「「「65656565歳よりさらに引き上げるべき」歳よりさらに引き上げるべき」歳よりさらに引き上げるべき」歳よりさらに引き上げるべき」はははは
5.0 5.0 5.0 5.0 ％％％％でしたでしたでしたでした。。。。    
 

【【【【社会保障制度における負担と給付について社会保障制度における負担と給付について社会保障制度における負担と給付について社会保障制度における負担と給付について】】】】    
「年金・医療・介護などの社会保障制度を現在「年金・医療・介護などの社会保障制度を現在「年金・医療・介護などの社会保障制度を現在「年金・医療・介護などの社会保障制度を現在のののの
まま維持しようとすると、今後何らかの負担まま維持しようとすると、今後何らかの負担まま維持しようとすると、今後何らかの負担まま維持しようとすると、今後何らかの負担の増の増の増の増
加や給付の調整が必要になるといわれているが、加や給付の調整が必要になるといわれているが、加や給付の調整が必要になるといわれているが、加や給付の調整が必要になるといわれているが、
あなたはどの考え方に近いか」あなたはどの考え方に近いか」あなたはどの考え方に近いか」あなたはどの考え方に近いか」では、では、では、では、「給「給「給「給付水準を付水準を付水準を付水準を
維持すべき。そのためには、消費税等の増税によ維持すべき。そのためには、消費税等の増税によ維持すべき。そのためには、消費税等の増税によ維持すべき。そのためには、消費税等の増税によ
って、すべての世代の負担が増えてもやむを得なって、すべての世代の負担が増えてもやむを得なって、すべての世代の負担が増えてもやむを得なって、すべての世代の負担が増えてもやむを得な
い」い」い」い」がががが31.031.031.031.0％％％％、、、、「給付水準を維持すべき。そのため「給付水準を維持すべき。そのため「給付水準を維持すべき。そのため「給付水準を維持すべき。そのため
には、現役世代・若い世代の保険料負担が増えてには、現役世代・若い世代の保険料負担が増えてには、現役世代・若い世代の保険料負担が増えてには、現役世代・若い世代の保険料負担が増えて
もやむを得ない」もやむを得ない」もやむを得ない」もやむを得ない」10.010.010.010.0％％％％、、、、「給付水準を維持すべき。「給付水準を維持すべき。「給付水準を維持すべき。「給付水準を維持すべき。
そのためには、医療・介護などのサービスを利用そのためには、医療・介護などのサービスを利用そのためには、医療・介護などのサービスを利用そのためには、医療・介護などのサービスを利用
する人たちの負担が増えてもやむを得ない」する人たちの負担が増えてもやむを得ない」する人たちの負担が増えてもやむを得ない」する人たちの負担が増えてもやむを得ない」9.3 9.3 9.3 9.3 ％％％％、、、、
「給付水準を維持すべき。そのためには、高齢「給付水準を維持すべき。そのためには、高齢「給付水準を維持すべき。そのためには、高齢「給付水準を維持すべき。そのためには、高齢者者者者
世代の保険料が増えてもやむを得ない」世代の保険料が増えてもやむを得ない」世代の保険料が増えてもやむを得ない」世代の保険料が増えてもやむを得ない」7.5 7.5 7.5 7.5 ％％％％をををを
合わせた合わせた合わせた合わせた『給付水準の維持』『給付水準の維持』『給付水準の維持』『給付水準の維持』がががが57.857.857.857.8％％％％、一方、、一方、、一方、、一方、「負「負「負「負
担をこれ以上増やすべきではない。そのためには、担をこれ以上増やすべきではない。そのためには、担をこれ以上増やすべきではない。そのためには、担をこれ以上増やすべきではない。そのためには、
給付水準が下がってもやむを得ない」給付水準が下がってもやむを得ない」給付水準が下がってもやむを得ない」給付水準が下がってもやむを得ない」13.813.813.813.8％％％％、、、、「負「負「負「負
担をさらに引き下げるべき。そのためには、給付担をさらに引き下げるべき。そのためには、給付担をさらに引き下げるべき。そのためには、給付担をさらに引き下げるべき。そのためには、給付
水準を積極的に引き下げ、民間の年金や保険など水準を積極的に引き下げ、民間の年金や保険など水準を積極的に引き下げ、民間の年金や保険など水準を積極的に引き下げ、民間の年金や保険など
を利用して自分で備えるべき」を利用して自分で備えるべき」を利用して自分で備えるべき」を利用して自分で備えるべき」5.6 5.6 5.6 5.6 ％％％％を合わせたを合わせたを合わせたを合わせた
『給付水準を下げる』『給付水準を下げる』『給付水準を下げる』『給付水準を下げる』はははは19.419.419.419.4％％％％ととととなりましたなりましたなりましたなりました。。。。    
    

以以以以    上上上上    
（データ出所：内閣府ＨＰ（データ出所：内閣府ＨＰ（データ出所：内閣府ＨＰ（データ出所：内閣府ＨＰ））））    

今後今後今後今後の年金制度に不安の年金制度に不安の年金制度に不安の年金制度に不安ががががある理由のひとつとある理由のひとつとある理由のひとつとある理由のひとつと
して「少子高齢化」という問題があげられてして「少子高齢化」という問題があげられてして「少子高齢化」という問題があげられてして「少子高齢化」という問題があげられて
います。そこで今回います。そこで今回います。そこで今回います。そこで今回はははは内閣府が行った内閣府が行った内閣府が行った内閣府が行った高齢高齢高齢高齢社社社社
会対策会対策会対策会対策に関するに関するに関するに関するアンケートをご紹介します。アンケートをご紹介します。アンケートをご紹介します。アンケートをご紹介します。    


